






【要約】

本年度は 3項目のリサーチクエスチョンに対して研究を行った。

1.マタニティーブルーズなど産後精神障害の実態と対策は?

オープンフォーラムを開催し、討論を経てマタニティーブルーズと産後うつ病診断のため

の日本版尺度ならびに取扱説明の成案を得た。マタニティーブルーズの実態をロンドン在

住日本人と本邦婦人との比較検討を行った結果、ロンドンデータは英国人のそれと同程度

であり、本邦発生の約 2-3 倍であった。

2.妊産婦の精神面支援が分娩に及ぼす影響は?

胎児異常の告知と妊婦の受容性を不安測定尺度を用いて調査した結果、長期入院自体の及

ぼす影響が大であった。麻酔分娩の説明面接と妊婦の受容性を事前事後の意識調査によっ

て検討した結果、高齢産婦において事前事後の差異が大で、精神的ハイリスク集団とみな

された。合併症妊婦に対し、面接による産科的指導・精神面支援を行い、不安・抑鬱尺度

により検討した結果、支援的介入により測定結果が変動することが分かり、精神面支援の

ポジティブな効果が示唆された。

3.母児同室の効果は?

母児同室制の優劣について事前面接と事後意識調査により初・経産婦の比較を行った結果、

母児同室は母親にとって精神的肉体的につらく、ことに初産婦でこの傾向が顕著であった。

母児同室制の運用に対して、妊婦・助産婦・医師の階層別に大規模意識調査を行った結果、

妊婦の受容性は良好、医師より助産婦が積極的、また要員確保、対感染対策、設備備品に

対する不安などが分かった。


